
令和元年度事業報告 

 

観光案内事業・観光情報提供事業 

(1) 観光案内所の運営 

奈良市からの委託により、市内４カ所の観光案内所を運営した。 

- 奈良市総合観光案内所（ＪＲ奈良駅） 

ＪＮＴＯカテゴリー３認定の案内所として、国内外から来訪されるお客様に観光情報

やサービスの提供を行った。 

- 近鉄奈良駅総合観光案内所（近鉄奈良駅） 

ＪＮＴＯカテゴリー２認定の案内所として、主に近鉄奈良駅を利用される方を中心に、

お客様に観光情報やサービスの提供を行った。 

- 奈良市観光センター（ナラニクル） 

ＪＲ奈良駅から奈良公園方面に向かう途中の案内拠点として、国内外から来訪される

お客様に観光情報やサービスの提供を行うとともに、ヒアリングやガイドを通じて 

外国人観光客の嗜好と動線を調査した。 

- 西ノ京臨時観光案内所 

西ノ京エリアでの情報発信拠点として、１２月から２月を除く土日祝、並びに薬師寺、

唐招提寺等の行事、催事期間に運営した。 

(2) 観光情報誌「ならり」「なら栞」の発行 

① 「ならり」の発行 

季節毎の奈良市の観光情報を紹介する情報誌（半年刊）として、令和元年８月に令和

元年度秋冬号、令和２年２月に令和２年度春夏号を各１０万部発行した。 

- 市内観光案内所、各地の観光関連団体をはじめ、交通事業者、首都圏大手旅行

会社、カルチャー団体等へ配架・配布を依頼し、関係メディアにも送付した。 

- 「なつの奈良旅キャンペーン」、「冬の奈良大和路キャンペーン」、および観光

協会企画の着地型ツアー「奈良満喫体験」を合わせて掲載し、専用ポスターや  

ホームページ・ＳＮＳ等と連動させ知名度アップを図った。 

【２０１９/２０２０秋冬号】 

特集「西奈良～文化と歴史 モダンと現代が交差する町」 

「日本タウン誌・フリーペーパー大賞２０１９」（主催：（一社）日本地域情報 

振興協会）自治体ＰＲ部門において優秀賞を受賞した。 

【２０２０春夏号】 

特集「かき氷を巡って感じる 奈良の良いとこ、おいしいもの」 



  

② 「なら栞
しおり

」の発行 
年間を通じた奈良市の総合観光情報誌として、１２月に３万部を発行した。 

 

(3) デジタル観光情報の発信 

今年度からグーグルアナリティクス等によるアクセス解析を開始し、Ｗｅｂコンテンツの

最適化を図った。 

① 観光協会公式ホームページの運営（日本語・英語・繁体字・簡体字・韓国語） 

奈良市の観光情報を中心に提供するホームページを運営した。 

トップページに「トピックス」欄を新設し、行事・キャンペーンの詳細が閲覧できる

ように改善した。また、夏・冬のキャンペーンでは特集ページを開設した。 

② 観光協会公式フェイスブックの運営（日本語・英語・繁体字・簡体字・韓国語） 

奈良市の観光情報や、観光センターの多目的スペースにおけるイベント情報等を発信 



する他、「しかまろくん」フェイスブックも運営した。 

５月に日英フェイスブックの統合と、ブランディングのためトップバナー・アイコン 

等を整理するリニューアルを実施した。 

③ 観光協会公式インスタグラムの運営 

今年度よりあらたに開設し、「冬の奈良大和路キャンペーン２０１９」の「ふゆなら

Instagram キャンペーン」企画を実施した。 

④ 協会会員向けメールマガジンの配信 

観光協会会員を対象に、毎月メールマガジンを配信し、観光関係の話題や観光協会の

新しい取り組みなどを紹介した。 

観光客誘致事業・観光プロモーション事業 

(1) 国内誘客事業 

B to B として、観光関連事業者、キーパーソンを対象にプロモーションを実施した。 

① 「近畿６府県観光情報交換会」に参加し、主に首都圏の出版・メディア、旅行会社を

対象にプレゼンテーション、資料配付等を行った。 

（６月５日、１０月２日、２月５日 【於：都道府県会館（永田町）】） 

② ＪＲ西日本主催の観光情報懇談会に参加し、関西の旅行関連メディアを対象に観光 

情報の提供を行った。 

（４月２２日、５月２９日、６月２６日 【於：ＪＲ西日本本社（大阪市）】） 

③ 「２０１９年度 観光素材説明会」（主催：ＪＲ西日本）に参加し、九州の旅行会社を  

対象に観光情報の提供を行った。 

（１１月２７日 【於：グランドハイアット福岡（福岡市）】） 

④ その他、首都圏、大阪市内、福岡市内の各旅行会社・メディアへの渉外活動、ＪＲ   

西日本主催旅行イベントへの協力を行った。 

(2) 修学旅行誘致事業 

① 奈良市東京観光オフィスを設置し、首都圏での誘致活動と情報収集を行った。 

② 奈良市への誘致が見込める地域の学校、教育委員会、学校長会、旅行会社を訪問し、

誘致活動と情報収集を行った。 

 徳島市（７月１７日） 

市内小学校、教育委員会、旅行会社を訪問し誘致活動を行った。 

 福井市、京丹後市（８月２６日） 



奈良市旅館・ホテル組合に同行し、旅行会社を訪問し誘致活動を行った。 

 九州（９月２日～５日） 
奈良市旅館・ホテル組合及び薬師寺の協力を得て、佐賀市、長崎市、太宰府市、

大野城市、春日市、筑紫野市の中学校、教育委員会、旅行会社を訪問し誘致活動

を行った。 

 沖縄（１２月２日～４日） 
薬師寺の協力を得て、那覇市、名護市、宜野湾市の中学校、校長会、教育委員会、

旅行会社を訪問し誘致活動を行った。 

③ 奈良市への修学旅行を計画している学校の事前下見の受け入れを行った。 

④ 奈良市内での班別行動に対応した体験プログラムを開発した。 

⑤ 奈良市への修学旅行にあたり、事前・事後学習にも対応できる修学旅行専用パンフ   

レットを発行した（３月末発行）。 

 修学旅行専用パンフレット「奈良時間旅行」 

(3) 広報宣伝活動 

奈良市の観光情報の露出を高めるため、新聞や雑誌等の媒体への広告出稿、各種メディア

からの取材対応や、プレスイベント等により効果的に広報を実施した。 

① メディアへの露出アップ 

大手紙、地元紙、全国放送、ウェブニュース、旅行誌等に計１１８回取り上げられた。 

② イベントの出展 

「トラベルガールズフェスタ２０１９」（主催：シティリビング（サンケイリビング 

新聞社）にて、「冬の奈良大和路キャンペーン２０１９」の紹介と、来場者の意識調査

を行った。（９月３０日 【於：太閤園（大阪市）】） 

③ プレスイベントの開催 

イベント実施前にプレス関係者を招待し、内容を紹介することで、広報効果を高めた。 

- 奈良・西ノ京ロータスロードプレスイベント（６月７日【於：喜光寺】） 



- 冬の奈良大和路キャンペーンプレスイベント（１１月２２日 【於：大和文華館他】） 

④ プレスリリース 

協会主催事業や、市内行事等に関して適宜プレスリリースを配信し、観光協会ホーム

ページでも公開した。 

⑤ 首都圏での広報 

首都圏における継続的な広報手段として、大手旅行会社の奈良専用パンフレット内に

観光協会広告スペースを通年で確保し様々な観光情報を掲載した。 

観光協会広告スペース掲載パンフレット（年間２１万３,０００部を発行） 

- （株）ＪＴＢ首都圏制作      「あをによし奈良」  

- （株）近畿日本ツーリスト首都圏制作「いくシカない奈良」  

- （株）日本旅行赤い風船東日本制作「ＪＲ限定列車で行く奈良」  
夏・冬のキャンペーン時における当該パンフレットの旅行商品を購入した奈良市内宿

泊者３,２５５人（昨年４,５８２人）を対象に「若草山夜景観賞バス」無料乗車券や、

市内観光施設割引等の特典を提供した（夏冬合計２２４人が利用）。 

(4) 「ＪＲ西日本おおさか東線」全線開業記念関連事業 

① 開業キャンペーン「はじまる、つながる、奈良の旅」に参加・

協力した。（平成３１年３月１６日～令和元年６月３０日） 

② 「臨時特急まほろば」の運行時には NARA CITY コンシェル 

ジュと共に出発式典とイベントに参加・協力した。（１１月２

日～１２月８日） 

③ 興福寺、春日大社、元興寺、東大寺の特別企画を実施した。 

④ 「しかまろくん」デザインの開業記念パスケースを特急利用者

に配付した。 

⑤ ＪＲ西日本パンフレットに奈良市観光情報を掲載し、広範囲で

の広報に努めた。 

 

(5) 「なつの奈良旅キャンペーン」事業（７月１日～９月３０日） 

 

６回目を迎えた夏の誘客キャンペーンを実施した。 

「夜なら朝ならを楽しむ」をテーマに、「若草山夜景観賞バス」、「夏の鹿寄せ」、「奈良・西

ノ京ロータスロード」など、「朝と夜」の企画を実施し、滞在時間延長を促すとともに、情

報発信とプロモーションに取り組んだ。 



① 新日本三大夜景・若草山夜景観賞バス（７月１３日～９月２２日） 
専用バスにより若草山頂に向かい、市内夜景を鑑賞する企画を実施した。 

- 実施日数２３日（昨年度３０日） 

- バス台数のべ４８台（昨年度５９台） 

- 参加者数９６７名（前年８９４名） 

② 夏の鹿寄せ（７月１４日～９月２２日）     

奈良の朝の風物詩として実施した（参加無料）。 

- 実施日数１１日（前年１４日） 

- 参加者数１,７４０名（前年１,４３０名） 

 

③ 第 ７ 回  奈 良 ・ 西 ノ 京 ロ ー タ ス ロ ー ド     

（６月７日～８月１８日） 

- 蓮が美しい西大寺・喜光寺・唐招提寺・薬師寺

を巡る特別御朱印付き共通拝観券企画を実施

した。利用枚数１,２４７枚（前年１,６７０枚） 

- 関連企画として、四か寺での早朝参拝、喜光寺

での写真教室、ウォーキングツアー、蓮講座を

実施した。総参加者数８９人。 

④ キャンペーン専用ポスター、車内吊り広告などを制作し広範囲に掲出した。 

⑤ キャンペーン専用ホームページを開設し、外部媒体にもリンク・バナーを提供した。

また、ＪＲ大阪駅でデジタルサイネージを実施し広範囲での認知度向上に努めた。 

  
（B１ポスター） 
近鉄難波駅集中掲出と、他の近鉄主要駅、Ｊ

Ｒ西日本主要駅（大阪、京都、天王寺、三宮、

姫路など）、山陽電車主要駅に掲出。 

（デジタルサイネージ） 
ＪＲ大阪駅中央口・桜橋口（通行者数４２万人/日）の

計２４面にて実施（６月２４日～３０日）。 



(6) 着地型ツアーの企画・販売 

奈良市観光協会オリジナルの着地型ツアーブランドとして『奈良満喫体験』を中心に、一

般の旅行会社では珍しい内容の社寺関連企画に加えて、奈良観光の多様さ、ユニークさを

強調する企画を盛り込んだ。 

参加申し込みは、観光協会の観光体験予約サイト「NARA タイム」にて受け付けた。 

「奈良満喫体験」実績（ ）内は前年度実績 

- 企画総数 ３７種（４３） 

- ツアー設定本数 ４９本（６５） 

- 催行本数 ３５本（４６） 

- 参加者数合計 ６６０人（７４０） 

 
令和２年度春夏版「ならり」春夏号所収「奈良満喫体験」 

(7) 「冬の奈良大和路キャンペーン」事業（１２月１日～３月２２日） 

 

奈良市西部の富雄、学園前、菖蒲池にスポットを当て、「暮らすように旅する奈良」を   

テーマに、食、文化、自然、社寺の様々な情報を紹介した。 



① 「冬の西奈良ぶらりスポット」として、奈良市西部を巡るモデルコースを紹介した。 

② 「西奈良魅力発掘ツアー」を企画・実施した。 

③ 市内宿泊特典、観光施設割引を提供した。 

④ 「Instagram キャンペーン」として、奈良市西部の写真投稿を対象に、市内宿泊施設

の宿泊券を抽選で提供した。 

⑤ 「冬の鹿寄せ」を奈良の朝の風物詩として実施した。（２月９日~２３日） 

⑥ 専用ポスターを制作し広範囲に掲出した。また、キャンペーン専用ホームページを開

設し、ＪＲ大阪駅ではデジタルサイネージを実施し広範囲での認知度向上に努めた。 

  
（B１ポスター） 
近鉄主要駅、ＪＲ西日本主要駅（大阪、京都、

天王寺、三宮、姫路など）、山陽電車主要駅、

南海電鉄難波駅に掲出。 

（デジタルサイネージ） 
ＪＲ大阪駅中央地下・大丸～阪神デパート間１１

面にて、Instagram キャンペーンと同時告知 
（1 月１日～３１日 通行者は１５万人/日）。 

(8) インバウンド誘客活動 

訪日客に対する「発地（旅前）」における情報提供を念頭に活動を展開した。 

① 近畿日本鉄道と協力し、台湾・高雄市で開催された旅行公会国際旅展（KTF)に参加し、

現地旅行業者と一般消費者に情報を提供した。（５月２４日~２７日） 

② 香港において、民間通信事業者と提携し、携帯電話を通じた香港人の訪日旅行に対す

る意識調査並びに大規模な奈良の観光情報発信の実証実験を行った。（６月~９月） 

③ 関空就航航空会社との連携による海外現地での情報発信は今後も継続して協議する。 

④ 「奈良市海外特派員」事業として、豪州最大の日系出版社・日豪プレスが発行する、

日本文化と観光を紹介する英字誌「ｊSTYLE」（年刊１０万部）に奈良特集を掲載し

た。また、ラグビー観戦に訪日するオーストラリア人を意識した奈良の観光記事を依

頼し、観光協会ホームページに掲載した。 



⑤ 王立オランダウォーキング協会が後援するイベント「WALK CHALLENGE JAPAN 

２０２０」の実施（２０２０年８月）に向けて、奈良市、奈良県ウォーキング協会、

奈良県山岳連盟、柳生観光協会等と協力し準備を進めた。また、同イベントを同時期

に実施する長崎市、嬉野市、さいたま市等とも情報交換と協力を続けた。 

⑥ 奈良県と協力し、日本で最も長い歴史のある在日外国人コミュニティー向け情報誌

「TOKYO WEEKENDER」のラグビーワールドカップ増刊号（３万部）に出稿した

（９月）。また、同誌ホームページにて奈良の観光紹介を１年間継続している。 

  

その他の誘客活動 

(1) 着地型旅行商品開発を中心に奈良市東部地区の広報を継続した。また、「WALK 

CHALLENGE JAPAN ２０２０」（前記）を通じて参加予定者に柳生を広く告知した。 

(2) 薬師寺東塔の落慶に向けて、薬師寺、奈良県、奈良県ビジターズビューロー、奈良市等

の関係団体との定期会合に参加した。また、ゴールデンウィークに実施された東塔修理

現場の見学イベント開催に協力した。 

社寺関連行事、地元関連活動 

(1) 伝統行事等の保護育成 

「薪御能」、「奈良大文字送り火」、「采女祭」の保存会事務局として、各行事の円滑な実施



に努めるとともに、専用ポスターの制作・掲出や、ＪＲ大阪駅でのデジタルサイネージ等

を実施し、各行事の認知度向上と観光客誘致に取り組んだ。また、その他の各種行事に協

賛・協力し、伝統行事の保護育成に努めた。 

行事 日時 実施場所 備考 

薪御能 ５月１７日・１８日 春日大社・興福寺  

第６０回 
奈良大文字送り火 

８月１５日 飛火野・高円山 
台風接近に伴い中止 
（春日大社・大安寺にて

慰霊祭のみ実施） 

采女祭 ９月１３日 ＪＲ奈良駅～猿沢池  

第８８４回 
春日若宮おん祭 

１２月１７日 
登大路園地桟敷席 
松の下式桟敷席 

特別桟敷席の運営 

春日大とんど １月２５日 飛火野 春日大社との共催 

第７回 珠光茶会 ２月５日～９日 市内各社寺 事務局・当日従事 

   

  

 
おん祭デジタルサイネージ 
（１２月 ＪＲ大阪駅） 

（各行事のチラシ） 

御陵参拝に関して 

第６０回（平成３１年３月１０日・１８日実施）を以て終了とし、以後は一般参加の可能



性を検討しつつ、その意義の広報を活動の中心とすることに決定した。 

(2) 市内社寺行事への協力 

奈良市内各社寺の行事や法要への支援・協力、あるいは役員・職員の参列・従事を行った。 

(3) 後援 

奈良市内を中心に行事・イベント等の後援を行った。 

(4) 関係団体事業への参加 

奈良マラソン実行委員会、平城京にぎわいづくり実行委員会など、県・市が主催する各種

委員会・協議会並びに東海自然歩道連絡協会、（一財）奈良の鹿愛護会などの団体の委員・

会員として連携・協力し、奈良市観光の振興に努めた。 

(5) 帝塚山大学との連携 

包括連携協定の一環として、奈良市西部における新たな情報発信の目的で同大学生制作に

よる「富雄ラーメンマップ」を監修した（３月に帝塚山大学が発行。）。 

「NARA CITY コンシェルジュ」/「しかまろくん」事業 

(1) 「NARA CITY コンシェルジュ」事業 

ミス奈良あらため、初代 NARA CITY コンシェルジュ３名を選出し、市内外における各

種イベント、行事に参加して、奈良市観光の広報に努めた。 

参加行事・イベント数 ：４４回（前年４９回） 

のべ参加人数 ：８０人（前年９０人） 

(2) 「しかまろくん」事業 

観光協会キャラクター「しかまろくん」を活用し、各種イベント、行事に参加する等、奈

良市観光の広報に努めた。 

参加行事・イベント数 ：１７回（前年３２回） 

その他の事業 

(1) おもてなし民間トイレ事業 

観光客の利便性向上のために、民間事業者等の協力のもと、観光客が利用できる「おもて



なし民間トイレ」を設置・運営した。 

(2) アイドリングストップ乗務員休憩所の運営 

奈良市からの委託により、市内３か所のアイドリングストップ乗務員休憩所を運営した。 

- 春日大社アイドリングストップ乗務員休憩所 

- 薬 師 寺アイドリングストップ乗務員休憩所 

- 唐招提寺アイドリングストップ乗務員休憩所 

(3) 姉妹都市連携事業 

福島県郡山市との交流を進めるため、双方の行事に使節団の派遣・受け入れを行った。 

(4) 富雄丸山古墳発掘体験窓口業務 

奈良市からの委託により、富雄丸山古墳の発掘体験学習及び発掘調査見学に係る受付、広

報および企画等を行った。 

（１１月１日～５日、１２月５日～６日、計７日間） 

協会収益事業 

(1) 手荷物預かり事業 

観光客の利便性向上のために、協会収益事業として奈良市総合観光案内所において手荷物

預かりを実施した。インバウンド客の利便性向上のため QR コード決済を導入している。 

年間預かり個数合計 １万４,０２１個（前年１万６,５００個） 

(2) 物品販売 

- 奈良市総合観光案内所（ＪＲ奈良駅）、近鉄奈良駅総合観光案内所において、「しかま

ろくん」グッズ、正倉院展チケット等を販売した。 

- しかまろくんグッズの商品展開において、各制作業者からライセンス収入を得た。 

協会運営関係 

(1) 専門委員会 

- 「常務理事会」を毎月開催し、重要事項を審議した。 

- 「おもてなし委員会」「誘客委員会」の効率運営のために、両委員会傘下に、テーマ毎

に外部からの人材を求め、協会職員と共同でプロジェクトチームを結成した。 



- 観光客の滞在時間延長を目的として、「朝と夜の奈良マップ」を制作した。 

 「朝と夜の奈良マップ」表紙 

(2) 会員交流スペース 

シルキア奈良移転後に、事務所入り口に「会員交流スペース」を設け、会員交流、観光 

資料設置、協会企画等の予約窓口業務に供している              

以上 
























